
 

 

就業規則規定例 

（変形労働時間制） 

第○条 労使協定により労働基準法に定める１週間単位の変形労働時間制を採用

する場合には，１週間当たりの所定労働時間が４０時間を超えず，１日当たりの所

定労働時間が１０時間を超えない範囲において，１週間の変形勤務制とする。 

２ 従業員の始業・終業時刻及び休日は，労使協定に基づき従業員に書面で通知す

るところによる。 

労使協定例 

 株式会社○○と○○労働組合は，１週間単位の変形労働時間制に関し，次のとお

り協定する。 

第１条 １週間の所定労働時間は４０時間とする。ここでいう１週間とは，日曜日

から土曜日までの１週間のことをいう（以下同じ）。 

２ １日あたりの所定労働時間は１０時間を超えないものとする。 

第２条 １週間における各日の具体的な労働時間，始業・終業時刻，休憩時間は，

前条の労働時間の範囲内で，当該１週間の開始前までに各従業員に対し書面により

通知する。 

２ 休日は週１日とし，前項の書面により各従業員に通知する。 

第３条 前項で特定した労働日・労働時間を変更すべき緊急でやむを得ない事情が

ある場合には，事前に書面により労働時間，始業・終業時刻，休憩時間を通知する

ことにより，所定労働時間を変更し，又は休日を振り替えることがある。 
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株式会社○○ 

 代表取締役社長 ○○○○ 印 

○○労働組合 

Ｑ644．１週間単位の変形労働時間制の就業規則規定例及び労使協定例

を教えてください。 
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